
入社 2 年目

木下 和樹さん

主な業務内容
　入社 2 年目の木下さんは、環境保全や粉じんによる影響
などの調査を担当しています。大学で学んだ岩盤工学や、
サークル活動を通じて触れたウォータージェット技術が鉱
山への興味につながり、入社を決めたそうです。

仕事で印象に残っている出来事
●木下さんの挑戦と成長
　特に印象に残っている出来事は、入社してすぐに新規プ
ロジェクトの管理を任されたことです。初めてのことばか
りで戸惑うこともあったものの、週に一回の連絡会で相談
できる環境があることや、上司が話しかけやすい雰囲気づ
くりを整えてくれたことなどのサポートがあったおかげで、
安心してプロジェクトを進めることができたと話していま
した。

環境保全への取り組み
　菱刈鉱山では、環境保全の取り組みを非常に重視してい
ます。具体的には、火薬の使用に伴う騒音や振動のモニタ
リング、近隣の温泉や河川の水質調査などを継続的に実施
しています。
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業  種 鉱業、採石業、砂利採取業

住友金属鉱山 株式会社
東京都港区新橋5丁目11番3号（本社） 
鹿児島県伊佐市菱刈前目３８４４（菱刈鉱山） 

1590年創  業 932億円資 本 金 7,402名従 業 員 数

※住友金属鉱山株式会社 全体の従業員数など（2025 年3月31日現在）

住友金属鉱山 株式会社
企業 HP

事 業 内 容 住友金属鉱山株式会社 菱刈鉱山は、金鉱石の採掘を行ってい
ます。国内で唯一商業規模で操業する金鉱山です。

●学生サポーター的魅力ポイント●

国内で唯一！
操業している金鉱山

住友金属鉱山株式会社 菱刈鉱山は、「地域社会との共存共栄」の理念を掲げ、「山命 100 年」を合言葉に、山を健全に保
ちながら将来にわたって操業を続けられるよう、地域と自然に寄り添った鉱山運営を続けています。また、仕事と地域が
貢献し合う関係性も大切にしています。



※掲載している情報は2026年1月時点のものです。

学 生 へ の コ メ ン ト

住友金属鉱山株式会社 菱刈鉱山　事務課人事採用担当　坂口 大輔さん

現代はネットで多くの情報が簡単に手に入り、就職活動でも情報収集に力を入れる人が増えて
います。しかし、情報が多すぎることで不安になったり、偏った情報に振り回されたりすること
もあります。大切なのは、自分の特性ややりがい、 働く上で何を優先したいのか、 将来どのよう
な生活を送りたいのかなど、 自分自身と向き合い軸を固めることです。そうすることで知名度
や規模にとらわれず、自分に本当に合う企業を見つけられます。

事務課長

麻生 知見さん

取 材 後 の 感 想

社 員 同 士 で の 徹 底 し た 安 全 管 理 が 印 象 的 で し
た 。環 境 や 地 域 住 民 の 方 々 へ 最 大 限 の 配 慮 を
行 い 、共 存 共 栄 を 目 指 し た 魅 力 的 な 会 社 で し
た 。

中村 和奈さん

会社の雰囲気
　菱刈鉱山で事務課長を務める麻生さんは、菱刈鉱山の雰囲
気について「鹿児島ならではの温かさがある一方で、会社と
しての確かな方針をしっかり持っている」と話します。国内
で唯一稼働する金鉱山である菱刈鉱山には、ここでしか得ら
れない独自の技術があり、国内の拠点としてだけでなく、海
外とのつながりが生まれる場でもあるそうです。

協力で成り立つ仕事
　鉱山での仕事は、一人では決して完結しません。多くの
工程を連携しながら進めるため、「協調性を持ち、自分の役
割を大切にしつつ周囲をサポートできる人」を求めている
と話していました。

働く上で大切にしていること
　麻 生 さ ん が 働 く 上 で 大 切 に し て い る こ と は、 人 の 話 を
しっかりと聞き、社員一人ひとりと向き合いながら、一緒
に考える姿勢を保ち続けることだと話します。こうした姿
勢が、チームとしての力に直結すると話していました。

立石 真子さん

ど の 社 員 さ ん も と て も 輝 い た 目 で 鉱 山 の 解 説
を し て く だ さ い ま し た 。地 域 と の つ な が り を
強 く 持 つ こ と や 、貢 献 に や り が い を 感 じ て い
る と い う お 話 を 聞 い て 、鉱 山 な ら で は の 温 か
み を 感 じ ら れ る 会 社 で し た！

穗積 瑞歩さん

社 員 同 士 で の 徹 底 し た 安 全 管 理 が 印 象 的 で し
た 。環 境 や 地 域 住 民 の 方 々 へ 最 大 限 の 配 慮 を
行 い 、共 存 共 栄 を 目 指 し た 魅 力 的 な 会 社 で し
た 。

伊集院 爽楽さん

1 0 0 年 操 業 を 目 指 し 、地 域 住 民 に 寄 り 添 っ た
企 業 姿 勢 が 印 象 的 で し た 。騒 音 の 確 認 や 鉱 山
内 の 環 境 整 備 へ の 注 力 に 加 え 、上 司 と 部 下 関
係 な く 意 見 交 換 を 行 う 社 内 連 絡 会 を 通 じ て 、
よ り 良 い 環 境 を 社 内 全 体 で 築 き 、鉱 山 を 未 来
に 残 す と い う 強 い 思 い を 感 じ ま し た 。


